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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 11月 2日 (2007.11.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】 　 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 過 さ せ 、 そ の 後 ト ル マ リ ン と 、 黒 曜 石 ， 真 珠 岩
及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 岩 石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後 に 通 過
さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） を 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の と 、 前 記 特 殊 水
に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 入 れ て 煮 沸 し た も の と 、 Ｌ － シ ス テ イ ン と を 混 合 し た こ と を 特 徴
と す る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な く
と も １ つ か ら 成 る 金 属 を 混 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用
パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 特 殊 水 を 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の の 重
量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と 、 前 記 特 殊 水 １ リ ッ ト ル に 対 し 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を １ ０ ｇ
～ ２ ０ ０ ｇ 入 れ て 煮 沸 し た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と 、 Ｌ － シ ス テ イ ン の 重 量 比 を
５ ％ ～ ２ ５ ％ と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ
液 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 前 記 特 殊 水 を 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の と 前
記 特 殊 水 に 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 入 れ た 水 と 前 記 Ｌ － シ ス テ イ ン と を 混 合 し て 成 る も
の の 重 量 １ ０ ０ に 対 し 、 パ パ イ ヤ か イ チ ジ ク か パ イ ナ ッ プ ル の 重 量 ２ ０ 以 上 を 混 合 し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 前 記 特 殊 水 を 煮 沸 し た も の の ｐ Ｈ を ８ ． ９ ≦ ｐ Ｈ ≦ ９ ． ５ と し た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン と 前 記 金 属 と の 重 量 比 を １ ０ ： １ ～ １ ： １ ０ と し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 過 さ せ 、 そ の 後 ト ル マ リ ン と 、 黒 曜 石 ， 真
珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 岩 石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後 に
通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） に ト ル マ リ ン と ア ル ミ と を 入 れ て 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦
１ ０ ． ０ に し た も の と 、 前 記 特 殊 水 に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 入 れ て 沸 騰 さ せ た も の と 、 Ｌ
－ シ ス テ イ ン と を 混 合 し た こ と を 特 徴 と す る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。



　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な く
と も １ つ か ら 成 る 金 属 を 混 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用
パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 特 殊 水 に ト ル マ リ ン と ア ル ミ ニ ウ ム と を 入 れ て 沸 騰 し て ｐ Ｈ を ８
． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と し 、 前 記 特 殊 水 に 炭 酸 水 素
ナ ト リ ウ ム を 溶 か し て 沸 騰 さ せ た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と し 、 前 記 Ｌ － シ ス テ イ
ン の 重 量 比 を ５ ％ ～ ２ ５ ％ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ ま た は ８ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ
ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 前 記 特 殊 水 を 煮 沸 し た も の の ｐ Ｈ を ８ ． ９ ≦ ｐ Ｈ ≦ ９ ． ５ と し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 ９ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 前 記 特 殊 水 に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 溶 か し て 沸 騰 さ せ た も の に お い
て 、 前 記 特 殊 水 ま た は 水 の 重 量 １ ０ ０ に 対 し 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の 重 量 を １ 乃 至 １ ０ と
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 乃 至 ９ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン と 前 記 金 属 と の 重 量 比 を １ ０ ： １ ～ １ ： １ ０ と し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 過 さ せ 、 そ の 後 ト ル マ リ ン と 、 黒 曜 石 ，
真 珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 岩 石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後
に 通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） に ト ル マ リ ン と ア ル ミ ニ ウ ム と を 入 れ て 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５
≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の と 、 Ｌ － シ ス テ イ ン と を 混 合 し た こ と を 特 徴 と す る ウ エ ー ブ
・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な
く と も １ つ か ら 成 る 金 属 を 混 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー
ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 前 記 特 殊 水 に ト ル マ リ ン と ア ル ミ ニ ウ ム と を 入 れ て 沸 騰 し た も の の
重 量 １ ０ ０ に 対 し 、 前 記 Ｌ － シ ス テ イ ン の 重 量 を ２ ０ 以 上 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ３ ま た は １ ４ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 前 記 特 殊 水 を 煮 沸 し た も の の ｐ Ｈ を ８ ． ９ ≦ ｐ Ｈ ≦ ９ ． ５ と し た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン と 前 記 金 属 と の 重 量 比 を １ ０ ： １ ～ １ ： １ ０ と し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ８ 】 　 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 過 さ せ 、 そ の 後 ト ル マ リ ン と 、 黒 曜 石 ，
真 珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 岩 石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後
に 通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） と 、 ク エ ン 酸 ま た は 梅 酢 と 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と を 混 合 し た
こ と を 特 徴 と す る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 １ ９ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な
く と も １ つ か ら 成 る 金 属 を 混 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー
ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ２ ０ 】 　 前 記 特 殊 水 の 重 量 比 を １ ５ ％ ～ ３ ５ ％ と し 、 前 記 ク エ ン 酸 ま た は 梅
酢 の 重 量 比 を １ ５ ％ ～ ３ ５ ％ と し 、 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の 重 量 比 を ３ ０ ％ ～ ７ ０ ％ と
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ ま た は １ ９ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
　 　 【 請 求 項 ２ １ 】 　 前 記 ト ル マ リ ン と 前 記 金 属 と の 重 量 比 を １ ０ ： １ ～ １ ： １ ０ と し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ 記 載 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 に 係 る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の 第 一 液 は 、 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 過 さ
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せ 、 、 黒 曜 石 ， 真 珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 岩
石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後 に 通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） を 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦
ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の と 、 前 記 特 殊 水 に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 入 れ て 煮 沸 し た も の と
、 Ｌ － シ ス テ イ ン と を 混 合 し た も の で あ る 。

更 に 、 前 記 特 殊 水 を 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １
０ ． ０ に し た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と 、 前 記 特 殊 水 １ リ ッ ト ル に 対 し 前 記 炭 酸 水
素 ナ ト リ ウ ム を １ ０ ｇ ～ ２ ０ ０ ｇ 入 れ て 煮 沸 し た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と 、 Ｌ －
シ ス テ イ ン の 重 量 比 を ５ ％ ～ ２ ５ ％ と し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の 他 の 第 一 液 は 、 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通
過 さ せ 、 、 黒 曜 石 ， 真 珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成
る 岩 石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後 に 通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） に ト ル マ リ ン と ア ル ミ
ニ ウ ム と を 入 れ て 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の と 、 前 記 特 殊 水 に 炭
酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 入 れ て 沸 騰 さ せ た も の と 、 Ｌ － シ ス テ イ ン と を 混 合 し た も の で あ る 。

更 に
、 前 記 特 殊 水 に ト ル マ リ ン と ア ル ミ ニ ウ ム と を 入 れ て 沸 騰 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０
． ０ に し た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と し 、 前 記 特 殊 水 に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 溶 か
し て 沸 騰 さ せ た も の の 重 量 比 を ２ ５ ％ ～ ５ ０ ％ と し 、 前 記 Ｌ － シ ス テ イ ン の 重 量 比 を ５ ％
～ ２ ５ ％ と し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の そ の 他 の 第 一 液 は 、 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂
に 通 過 さ せ 、 、 黒 曜 石 ， 真 珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か
ら 成 る 岩 石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後 に 通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） に ト ル マ リ ン と ア
ル ミ ニ ウ ム と を 入 れ て 煮 沸 し て ｐ Ｈ を ８ ． ５ ≦ ｐ Ｈ ≦ １ ０ ． ０ に し た も の と 、 Ｌ － シ ス テ
イ ン と を 混 合 し た も の で あ る 。

更 に 、 前 記 特 殊 水 に ト ル マ リ ン と ア ル ミ ニ ウ ム と を 入 れ て
沸 騰 し た も の の 重 量 １ ０ ０ に 対 し 、 前 記 Ｌ － シ ス テ イ ン の 重 量 を ２ ０ 以 上 と し た も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の 第 二 液 は 、 最 初 に イ オ ン 交 換 樹 脂 に 通 過 さ
せ 、 黒 曜 石 ， 真 珠 岩 及 び 松 脂 岩 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 岩
石 と の ど ち ら か 一 方 を 先 に 他 方 を 後 に 通 過 さ せ た 水 （ 特 殊 水 ） と 、 ク エ ン 酸 ま た は 梅 酢 と

(3) JP 2004-43356 A5 2008.1.10

そ の 後 ト ル マ リ ン と

本 発 明 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の 第 一
液 は 、 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら
成 る 金 属 を 混 在 さ せ た も の で あ る 。

そ の 後 ト ル マ リ ン と

本 発 明 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の 他 の 第 一 液 は 、 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム
， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る 金 属 を 混 在 さ せ た も の で あ る 。

そ の 後 ト ル マ リ ン と

本 発 明 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の そ の 他 の 第 一 液 は
、 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な く と も １ つ か ら 成 る
金 属 を 混 在 さ せ た も の で あ る 。

そ の 後 ト ル マ リ ン と 、



、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と を 混 合 し た も の で あ る 。

更 に 、 前 記 特 殊 水 の 重 量 比 を １ ５ ％ ～ ３ ５ ％ と し
、 前 記 ク エ ン 酸 ま た は 梅 酢 の 重 量 比 を １ ５ ％ ～ ３ ５ ％ と し 、 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム の 重
量 比 を ３ ０ ％ ～ ７ ０ ％ と し た も の で あ る 。

(4) JP 2004-43356 A5 2008.1.10

本 発 明 の ウ エ ー ブ ・ カ ー ル 用 パ ー マ 液 の
第 二 液 は 、 前 記 ト ル マ リ ン に 、 ア ル ミ ニ ウ ム ， ス テ ン レ ス 及 び 銀 の う ち の 少 な く と も １ つ
か ら 成 る 金 属 を 混 在 さ せ た も の で あ る 。
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